ISO 14001規格改正に向けた”組織の環境マネジメントシステム”との差異確認表

JARI-RB

本確認表はISO 14001:2015で新たに追加される要求事項のうち、主要な内容について抜粋したものです。
これを規格改正対応の準備の参考にして頂ければと思います。（一部現行の要求事項も確認項目欄に記載）
また、正式規格書を入手されて全文を参照頂ければ、マネジメントシステム全体の流れや詳細についての理解がさらに進むと思います。
	9.1 監視、測定、分析及び評価
9.1.1 一般
環境パフォーマンスを監視し、測定し、分析し、評価しなければならない。
次の事項の決定しなければならない。
①監視及び測定の対象
②該当する場合、妥当な結果を確実にするための、監視、測定、分析及び評価の方法
③環境パフォーマンスを評価する基準、適切な指標
④監視及び測定の実施時期
⑤監視及び測定の結果の分析及び評価の時期
必要に応じて校正された又は検証された監視機器及び測定機器を使用、維持しなければならない。
環境パフォ―マンス及び環境マネジメントシステムの有効性を評価しなければならない。
コミュニケーションプロセス及び順守義務に従い、環境パフォーマンスに関連する情報について、内部及び外部の双方のコミュニケーションを実施しなければならない。
監視、測定、分析及び評価の結果の証拠として、適切な文書化した情報を保持しなければならない。

	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考
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4.3.3
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(1)著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会に関連する設備･作業･業務について、監視、計測の対象は決められているか
	□未対応（新規作成要）

■一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	(1)著しい環境側面、順守義務に関する年間の実施計画（目標、計測項目、スケジュールなど）はあるが、リスクに関する計画はない。
→著しい環境側面の実施計画に、リスクに関する項目を追加予定。
	

	(2)監視及び測定の結果の分析方法、評価基準、スケジュールなどはあるか
	■未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	(2)分析・評価の手順・計画はない。
→評価指標・基準を検討し手順化
→手順書の作成と、上記の管理計画への追記を予定。
	☆著しい環境側面、順守義務、リスクに関連する監視、測定結果の分析･評価の方法を定める事が求められている。
☆分析、評価は単なる○×評価でなく、基準に対する達成度、推移傾向の分析などから、各項目の有効性をみることである。


	4.1 組織及びその状況の理解
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)EMSの意図した成果を達成する組織の能力に影響を与える、外部及び内部の課題が決定されているか。（経営視点レベルで）
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆環境マネジメントシステムのPDCAのサイクルを回す上で考慮すべき事項として、組織の事業目的、等と関連した組織を取り巻く環境、社会などの全体状況の中から、EMSの意図した成果に影響を及ぼす可能性のある組織の重要課題、利害関係者の重大関心事を抽出する。 

（ここでは直接環境影響に対する課題である必要はない。）
☆要求事項ではないが文書化を推奨する。また環境文書以外の文書（事業方針、経営会議資料など）でもよい。
☆組織を取り巻く状況の例
・外部；文化、社会、政治、法律、規制、業界基準、技術、経済、天災、競争的な状況
・内部；組織の活動、ガバナンス、経営分析の課題、事業方針、固有技術、リソーセス、製品及びサービス、戦略的方向性、文化、能力
・環境状態；気候、大気の質、水質、土地利用、既存の汚染、天然資源の利用可能性、生物多様性など
組織と環境状況の間の影響は双方向含まれる。 
例は気候変動、資源の枯渇、天災などが組織に与える影響 

☆外部及び内部の課題の例
課題
外部
技術力を高め、競争力を維持しつつ国際競争力をつける 

円安による原材料の高騰・原価アップへの対応 

法令の大改正への対応 

内部
新工場建設に伴う諸問題への対応 

不良率削減による収益率の改善 

地震時の製品供給の安定化 



	(2)上記外部・内部の課題には、組織から影響を受ける又は組織に影響を与える可能性がある環境状態が含まれているか。
	
	
	


	4.2 利害関係者のニーズ及び期待の理解
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)下記3点が決定されているか。
(a)環境マネジメントシステムに関連する利害関係者
(b)利害関係者からのニーズ・期待（要求事項）
(c)ニーズ・期待（要求事項）の中から決定された順守義務
（法令は必須、その他は組織が同意するもの）

	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆利害関係者のニーズや期待を把握し、その中から順守義務を決定する。 

・利害関係者：顧客・消費者団体・近隣住民・自治体・規制当局・依託業者・サプライヤー・ 業界団体など
・順守義務：2004年版の「法的及び組織が同意するその他の要求事項」と同意
☆利害関係者のニーズ、期待の例
利害

関係者

ニーズ及び期待

（要求事項）

順守義務

顧客

低燃費車両の提供

近隣住民

（○○区長など）

里山の保護、よりよい生活環境の実現・保全 
○

行政

（△△市

環境課など）

公共用水の水質保全

○

外部委託先 

（□□㈱など）

明確な情報提供、伝達

○

供給者
（□□㈱など）

発注量、価格の安定 
☆ここでは「○○法の順守」「里山の保護」など大きな枠組みで捉える。 

詳細な順守義務の決定は6.1.3 順守義務で実施すればよい。 


	4.4 環境マネジメントシステム
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)環境マネジメントシステムに必要なプロセスが定められているか。
（どのプロセスを確立するかが明確になっているか。）

(2)確立したプロセスのインプット、アウトプットが明確になっているか。

(3)各プロセス間のつながりが明確になっているか。
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆4.4項は規格全体に関る一般要求事項であり、各箇条のプロセス構築時に、下記のような考慮が必要である。

☆プロセスは業務のやり方、流れと捉えると理解し易い。
　 EMSでは
　　・EMS全体のPDCAのプロセス
　　　・6章計画のプロセス
　　　　・6.1.2著しい環境側面特定のプロセス
　 など様々な階層でのプロセスがある。
☆プロセス
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input ：どこから何を受け取るか

活動  ：何をやるか

output：どこに何を渡すか
☆プロセス（箇条、要求事項）間のつながりが重要。
EMSのプロセスのつながりの例
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	5.1 リーダーシップ及びコミットメント
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)トップマネジメントに対する上記（①～⑨）の要求事項に関して実証（議論、指示、伝達など）されているか
〈実証方法の例〉
・マネジメントレビューにおける指示・伝達
・環境委員会などで、進捗状況確認と対応指示など
・EMSの取組みの重要性に関するトップの講話・訓示など
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆トップはこれらの行動を委譲してもよいが、実施されたことに対する説明責任は負う。
☆要求事項に関する実証の例
①MRでのトップのコミットメントを議事録で残す
②環境方針、環境目的と組織方針、環境理念の整合
③基幹業務プロセス、経営プロセス、業務支援プロセスと連動した、EMSの構築、運用を指示
④人物金の投入の判断
⑤全従業員にEMS有効活用の講話
⑥進捗と対応状況を環境委員会、MRで報告、トップから指示
⑦力量・認識教育の計画策定への関与、承認
⑧MRでの提案又はトップ指示とフォロー
⑨管理層への役割、権限の付与と支援
☆事業プロセスへの統合の例
①「組織の状況」を考慮したEMS運用（4章）を指示
②会社全体の目標管理の一部としてEMS計画を議論
③事業プロセスと連動した間接業務の環境側面管理の推進
④人材育成に責任をもつ、組織の中央人事部門で、全社教育の一環として、EMS教育の資源管理をする


	5.2 環境方針
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)①環境方針は組織の目的、組織の状況に対して適切であるか
(2)③汚染防止に対するコミットメントを含んでいるか（必須）
(3)③該当する場合、環境保護に対するコミットメントを含んでいるか（該当する場合）
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆「環境方針は組織の目的に適切」であれば、事業プロセスへの統合の枠組みとなる。
☆環境保護のコミットメントは、組織によって次の事項に関連し得る。（該当しない場合もあり得る）
・持続可能な資源の利用
・気候変動の緩和及び気候変動への適応
・生物多様性及び生態系の保護


	6.1 リスク及び機会への取組み
6.1.1 一般
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)リスク及び機会を決定するための、文書化されたプロセスがあるか
決定するプロセスは4.1、4.2、適用範囲を考慮するものになっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆「リスク及び機会」は一つのフレーズで、好ましい方向と好ましくない方向の双方の影響を意図する用語である。
☆組織のEMSにおいては 

「リスク」：好ましくない方向
「機会」：好ましい方向
と捉えてもよい。 

☆「プロセス」は、業務のやり方、管理のやり方、上流から下流への流れと捉えると理解し易い。
インプット、アウトプットを考慮した業務フローがあると分り易い。
☆リスク及び機会を決定するプロセスは、インプットとしての4章、6.1.2、6.1.3、アウトプットとしての6.1.4、6.2とのつながりが明確になっていることが重要。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)リスク及び機会が決定されているか
(3)取組むリスク及び機会は文書化した情報として維持されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆リスク及び機会は「6.1.2環境側面」「6.1.3順守義務」「4.1、4.2組織の状況」から発生する課題と考える。 

☆リスク及び機会はEMSの運用（環境側面決定・管理や 
　 順守義務管理、力量確保など）に対して、弊害または促進となるような要因（影響）を捉えると良い。
☆環境側面、順守義務との重複感があるが重複部分をいづれに分類するかは、組織の判断で良い。 

☆リスク及び機会の例
①急激な円高に伴う収益の悪化⇒環境投資の圧縮・凍結
②津波、地震による被災⇒漏洩、流出などの環境事故
③ライン増設に伴う組織の変更と人の異動⇒順守評価員の要員不足
④周辺宅地化による近隣人口の増加⇒近隣住民からの臭気苦情拡大
⑤近隣住民からの騒音苦情拡大
⑥法改正の特定洩れ⇒定期点検未実施で順守を満たさない
⑦省エネ設備導入への助成金制度の開始
⑧原材料の供給停止に伴う原材料の変更
⑨設備助成金制度の施行による環境関連製品の売り上げ増
☆取り組む必要があるリスク＝重要なリスクと捉えればよい。



	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考


	(4)緊急事態を決定する、文書化されたプロセスがあるか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆緊急事態は、従来の流出などの事象だけでなく、組織によっては組織のEMSにマイナスの影響を与える可能性があり、かつ緊急の対応が必要となる事態があれば決定する。
☆規格の文言としては「事故」という用語はなくなった。 

「緊急事態」ですべてを包括するが、2004年版と同様に「緊急事態、事故」を使用してもよい。

	(5)環境影響を与える可能性のあるものを含め、潜在的な緊急事態が決定されているか
(6)緊急事態は文書化した情報として維持されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆「リスク及び機会」と「緊急事態」の区別は、実施事項の違いで区別するとよい。
・リスク及び機会：リスクを最小化する活動（予防処置）
・緊急事態：起こってしまったことに対する対応
☆緊急事態の例

・重油タンクへの給油時の漏洩・流出

・豪雨時、油水分離槽のオーバーフローによる油流出
・地震発生時、設備損壊による大量流出に対する対応人員不足


	6.1.2 著しい環境側面
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)環境側面、環境影響、著しい環境側面を決定し、伝達するための、文書化されたプロセスがあるか　　　　（6.1.1項の要求事項）
(参考)

6.1.1一般
6.1.1～6.1.4の要求事項を満たすために必要なプロセスを確立し、実施し、維持しなければならない。
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆「プロセス」は、業務のやり方、管理のやり方、上流から下流への流れと捉えると理解し易い。
インプット、アウトプットを考慮した業務フローがあると分り易い。
☆著しい環境側面を決定するEMSのプロセスは、インプットとしての4章、アウトプットとしての6.1.4、6.2とのつながりが明確になっていることが重要。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)環境側面に関してライフサイクルの視点を考慮するプロセスになっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆ライフサイクルの視点は、調達/設計/製造/梱包/輸送/廃棄・リサイクルで考えるとよい。
☆詳細なライフサイクルアセスメントは要求されていない。
☆ライフサイクルを考慮した環境側面の例
・納入先への集約配送によるCO2低減
・調達（原材料）への環境負荷物質の低減要望
・リサイクルが可能となる設計による廃棄物の低減

	(3)環境側面、並びにそれらに伴う環境影響を決定するプロセスは、新規の開発、新規の又は変更された活動、製品及びサ―ビスを含む変更及び、緊急事態を考慮するものになっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考


	(4)環境側面及び関連する環境影響が決定されているか
(5)環境側面・環境影響は文書化した情報として維持されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆環境側面に対応した環境影響も特定が求められる。
☆境側面は環境に影響を与える原因系、環境影響はその結果系の関係にある。環境影響が異なれば、維持管理の内容も異なる。
〈環境側面例〉　　　　　　〈環境影響例〉

重油の使用　　　⇔　　　資源の枯渇、大気汚染
重油の流出　　　⇔　　　水質汚濁、土壌汚染

	(6)著しい環境側面を決定するための基準が明確か
(7)著しい環境側面を決定するための基準は文書化した情報として維持されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆著しい環境側面決定の基準は、必ずしも定量的な採点法などの基準である必要は無い。
　「法的要求、環境影響大、苦情有の何れかに該当する場合は決定」 でも良い。


	6.1.3 順守義務
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)順守義務及びその組織への適用を決定するための、文書化されたプロセスがあるか
（6.1.1項の要求事項）
(参考)

6.1.1一般
6.1.1～6.1.4の要求事項を満たすために必要なプロセスを確立し、実施し、維持しなければならない。
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆「順守義務」は2004年版の「法的及びその他の要求事項」と同意。
☆「プロセス」は、業務のやり方、管理のやり方、上流から下流への流れと捉えると理解し易い。
インプット、アウトプットを考慮した業務フローがあると分り易い。
☆順守義務を決定するEMSのプロセスは、インプットとしての4章、アウトプットとしての6.1.4、6.2とのつながりが明確になっていることが重要。

	(2)順守義務が決定されているか
組織への適用を決定しているか
(3)文書化した情報として維持されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆組織への適用が追加要求されている。適用に該当する要求事項毎に以下のような考慮をすると良い。 

・年間計画表で申請・届出・報告、選任などを運用 

・要求される資格関係の力量管理
・手順書・チェックシート・年間計画表などを用いた順守評価


	6.1.4 取組みの計画策定
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)「著しい環境側面」、「順守義務」、「リスク及び機会」に対する取組みが計画を策定するための、文書化されたプロセスがあるか　　　　（6.1.1項の要求事項）
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆この箇条で言う「計画」とは、著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会に対し「維持管理」「改善項目」「緊急事態」などの取組み方針を明確にすること。
・「維持管理」項目は6.2以降で運用、監視、順守評価実施につなげる。
・「改善項目」項目は6.2以降で環境目標、計画、運用、監視につなげる。 

☆目標、実施方策、実施日程などの具体的計画は、6.1.4「取り組みの計画策定」、6.2.2「環境目標を達成するための取組みの計画策定」、8.1「運用の計画及び管理」などの要求に対し一体的に計画すると効率的である。

	(2) 「著しい環境側面」、「順守義務」、「リスク及び機会」に対する取組み計画が策定されているか

(3)取組みの有効性の評価の方法が明確になっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆進捗管理、監視、順守評価の方法など
☆有効性の評価の方法の例
<取組み>移設工事に伴う廃棄物増加 

<評価法>毎月の監視
・再利用品目 
・廃棄物削減量

<取組み>省エネ設備導入への助成金制度開始

<評価法>定期順守評価
・進捗管理
・申請状況

<取組み>シミュレーションによる設計・開発の効率化

<評価法>WG定例会議
・シミュレーション確立 
・削減工数


	6.2 環境目標及びそれを達成するための計画策定
6.2.1 環境目標
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会を考慮した環境目標が策定されているか
(2)環境目標は文書化した情報として維持されているか
（現行同様）
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会の管理は必須であるが、環境目標は全ての項目に必要な訳ではない。

	(3)環境目標は、

①環境方針と整合しているか

②実行可能な場合測定可能か
③監視、伝達されているか

④必要に応じ更新されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	


	6.2.2 環境目標を達成するための取組みの計画策定
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)「誰が、何時までに、何を、どうする」という事が明確な実施計画が策定されているか
①実施事項
②必要な資源
③責任者
④達成期限
⑤監視のための指標を含む結果の評価方法
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆実施事項は、目的達成が可能となるまで積み上げていることが望まれる。その為には各実施事項の達成効果予測があると良い。
☆資源については、特別な又は新規・追加の人･モノ･予算などが必要なときは特に明確化が必要。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)監視のための指標、結果の評価方法、基準が明確にされているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆進捗管理、順守評価、監視、測定結果の分析･評価の方法、プロセスを定める事が求められている。 

例：単なる○×評価ではなく、基準に対する推移傾向やデータ急変の分析など、改善につながる分析、評価が望ましい。

	(3)環境目標を達成するための取組みは、事業プロセスに組み込まれているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆事業プロセスへの統合は、基幹業務プロセス、経営・企画プロセス、業務支援プロセスなどに、環境マネジメントシステムのプロセスを組み込むこと。
☆事業プロセスへの統合の例
①「組織の状況」を考慮したEMS運用（4章）を指示
②会社全体の目標管理の一部としてEMS計画を議論
③事業プロセスと連動した間接業務の環境側面管理の推進
④人材育成に責任をもつ、組織の中央人事部門で、全社教育の一環として、EMS教育の資源管理をする


	7.2 力量
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)誰にどのような力量が必要かが明確になっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆力量確保の対象が、2004年版の「著しい環境側面の原因となる可能性をもつ作業を組織で実施する又は組織のために実施するすべての人」から2015年版では「環境パフォーマンスに影響を与える業務をその管理下で行う人」に変わっている。
著しい環境側面に関わる人だけでなく、順守評価員や内部監査員、設計・企画担当者など、環境に関連する業務に携わる人が対象となる。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)力量確保の方法、その実施計画が明確になっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆力量確保の方法には、教育、訓練、実務、研修、力量がある人の配置、委託など様々な方法がある。


	(3)教育訓練のニ―ズが決定されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(4)力量確保のための処置の記録などはあるか
(5)処置の有効性を評価しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆処置の有効性の評価の方法は、面接、業務観察、試験他の方法がある。

	(6)力量評価結果の記録があるか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆評価は力量の要求レベル（基準）が定められていることが望ましい。


	7.4 コミュニケーション
7.4.1　一般

－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)[7.4.2内部コミュニケーション]、[7.4.3外部コミュニケーション]を実施するためのプロセスが明確になっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆プロセス：「誰が、誰に、何時、何を、どのような方法で」を明確にしたもの。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)コミュニケーションプロセスは、発信する情報の信頼性が確保できるようになっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆外部へ発信する情報と、EMS内部の情報が一致していることが求められ、信頼性を担保できるプロセスが必要になる。

	(3)コミュニケーションの証拠として文書化した情報を保持しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆苦情などへの対応は必須
苦情対応や行政指導対応などは文書化が望ましい。
コミュニケーションの結果に関して、必要に応じて文書化した情報（記録）を作成する。 


	7.4.3 外部コミュニケーション
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－

	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)順守義務を考慮した外部コミュニケーションの内容と方法が策定されているか

実施しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆外部コミュニケーションは、外部からの情報の受付だけ　 でなく、環境パフォーマンスに関連する情報など外部への情報発信があるとよい。内容は組織により異なる。
☆「環境マネジメントシステムに関係する情報」とは、[環境方針][適用範囲]に加え、環境パフォーマンス（CO2、廃棄物など）の現状とか、実施計画の活動状況、成果などのトピックスが考えられる。
これらは環境白書、HP、受付で資料配布などの展開方法がある。
☆順守義務による要求に従った監督官庁への申請、報告などもある。（6.1.3順守義務で対応してもよい。）
　　この項目は必須要求となる。 

☆自治体との交流、河川の清掃活動など、も外部コミュニケーションに含まれる。
外部コミュニケーションの例
・近隣住民への環境活動報告会（例；4.2利害関係者の要求事項=順守義務に従って）
・自治会等との懇談会
・地域清掃活動への参加
・グループ会社での環境活動報告
・Webサイトでの環境理念・活動報告などの情報公開
・環境報告書で環境パフォーマンスを公開
・監督官庁への届出、申請、報告（法的要求事項⇒6.1.3順守義務で対応してもよい）


	8.1 運用の計画及び管理
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)6.1及び6.2で決定した、著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会に取組むためのプロセスが定められ、運用、管理されているか
(2)プロセス（計画、基準、管理など）は文書化した情報として維持しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆著しい環境側面、順守義務に対する計画と運用に加え、リスクに対する計画と運用が必要。
☆運用のプロセスは、インプットとしての6.1、6.2、アウトプットとしての9.1.1とのつながりが明確になっていることが重要。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(3)計画した変更の管理、意図しない変更によって生じた結果のレビュー、必要に応じて有害な影響を緩和する処置を実施するプロセスがあるか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	

	(4)外部委託したプロセスは管理されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆外部委託した（業務）プロセスはEMSに含めなければならない。
・影響を及ぼすことができる側面と同様の捉え方
・外部の組織はEMSに含めなくてもよい



	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(5)ライフサイクルの視点で①～④の事項を実施しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）
□対応済み（対応不要）
	
	☆ライフサイクル視点の「調達」「設計プロセス」「契約者 

　 などへの要求事項」などに関する要求は、2004年版でも影響を及ぼす事が出来る側面、要求事項の伝達などで運用 されている場合があるが、より具体的にライフサイクル視点の考慮を求めている。 

☆ライフサイクルの考え方は

資源調達⇒製造⇒流通⇒使用⇒収集・ 運搬⇒リサイクル⇒適正処理 のライフサイクル全般
を考慮し、
a)有害物質使用禁止、リサイクル性を考慮した材料要求などを行っているか。

b)「管理」で望ましいのは、設計者・企画者の教育、設計チェックシートに入れ込むことなど。

c)外部提供者への情報提供については、単に環境方針の伝達ではなく、具体的な要求事項、手順、注意事項の提供が行われているか。

d)「納品」、「使用」、「使用後の処理」に関する情報提供は、対象製品の性質によるところが大であるが、分別リサイクル、最終製品、廃棄物などの場合は検討することは必須。

等、製品に係る環境負荷の低減に資することを目的に工夫・配慮を求めている。
☆「潜在的な著しい環境影響に関する情報を提供する」関係先は、輸送業者、販売業者、お客様、廃棄物処理業者などがある。


	9.1 監視、測定、分析及び評価
9.1.1 一般
－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)著しい環境側面、順守義務、リスク及び機会に関連する設備･作業･業務について、監視、計測の対象は決められているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)監視及び測定の結果の分析方法、評価基準、スケジュールなどはあるか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆著しい環境側面、順守義務、リスクに関連する監視、測定結果の分析･評価の方法を定める事が求められている。
☆分析、評価は単なる○×評価ではなく、基準に対する達成度、推移傾向の分析などから、各項目の有効性をみることである。


	(3)監視、測定、分析及び評価の結果の証拠として文書化した情報を保持しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	

	9.2 内部監査

9.2.2 内部監査プログラム

－本文は、規格書等を参照して下さい。。－


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(1)内部監査プログラムが作成されているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	☆内部監査プログラムの作成が求められている。
内部監査プログラムは、内部監査を有効に実施、維持、改善するために作成する、一連のPDCAの計画である。 
個別の監査計画とは異なり、中期的な内部監査の改善方針や監査重点項目、監査チームの力量向上計画、監査員育成計画、監査範囲の計画などが含まれる場合がある。


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(2)内部監査プログラムには、監査基準、監査範囲、客観性及び公平性を確保するための監査員の選定が含まれているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	

	(3)監査の結果を関連する管理層に報告するプロセスになっているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
	
	


	確認項目
	2004版システムでの

対応状況
	差異がある場合の対応方針
	備考

	(4)内部監査プログラムの実施及び監査結果の証拠として、文書化した情報を保持しているか
	□未対応（新規作成要）

□一部対応済（修正要）

□対応済み（対応不要）
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文書及び記録『例』種別要求推奨

4.1

組織及びその状況の理解外部及び内部の課題文書

◆

4.2

利害関係者のニーズ及び期待の理解利害関係者とその要求事項及び順守義務文書

◆

4.3

環境マネジメントシステムの適用範囲の決定環境マネジメントシステムの適用範囲文書

○

5.2

環境方針環境方針文書

○

5.3

組織の役割、責任及び権限役割、責任と権限文書

○

6.1

リスク及び機会への取組み

6.1.1

一般リスク及び機会、著しい環境側面、順守義務決定プロセス文書

○

リスク及び機会文書

◆

6.1.2

環境側面環境側面及びそれに伴う環境影響文書

○

著しい環境側面を決定するために用いた基準文書

○

著しい環境側面文書

○

6.1.3

順守義務順守義務に関する文書化した情報文書

○

6.2

環境目標及びそれを

達成するための計画策定

6.2.1

環境目標環境目標文書

○

達成するための計画策定

6.2.2

環境目標を達成するための取組みの計画策定取組み計画文書

○

7.2

力量力量のニーズと付与方法文書

◆

力量評価の結果記録

○

7.4

コミュニケーション

7.4.1

一般コミュニケーションプロセス文書

◆

コミュニケーションの証拠記録

○

8.1

運用の計画及び管理運用計画、手順書など文書

○

運用の結果記録

○

外部委託の管理要領文書

○

8.2

緊急事態への準備及び対応緊急事態対応プロセス文書

○

緊急事態対応プロセスのテスト結果、教育訓練の結果記録

○

9.1

監視、測定、分析及び評価

9.1.1

一般監視、測定、分析及び評価プロセス（手順）文書

○

監視、測定、分析及び評価の結果記録

○

9.1.2

順守評価順守評価の結果記録

○

9.2

内部監査

9.2.2

内部監査プログラム監査プログラム・監査プロセス文書

○

監査計画文書

○

監査結果記録

○

9.3

マネジメントレビューマネジメントレビューの結果記録

○

10.2

不適合及び是正処置是正処置プロセス（手順）文書

○

不適合の性質及びとった処置記録

○

是正処置の結果記録

○

関連箇条
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